
生薬栽培をしてみたい方、興味のある方は
お気軽に町農政課へお問い合わせください。

　美郷町生薬生産組合員が栽培するキキョウの
生育状況を確認するため、7月15日に組合員10
名でほ場の巡回を行いました。生育は順調で、2
年目のキキョウは9月下旬から11月上旬にかけて
収穫を行う予定です。
　

キキョウほ場の巡回を行いました！

　本堂城（山城）は、南北朝時代以降、仙北東側中央部を治めた本堂氏
の居城です。後に平地にも城を築いたため、元本堂城とも呼ばれていま
す。みずほの里ロード沿いに位置し、南北160ｍ、東西600ｍの山城で
築かれた城の東側では、春になるとミズバショウが見ごろを迎えます。
　本丸は山裾から約60ｍの高さに位置し、本丸を中心に7つの曲輪（城
の中に作られた平場）があります。城には空堀（城の防御のための溝跡）
が掘られ、南東側は土橋（土で作った橋）を伴う虎口（城を防御する出入
口）が二重に構えています。また、斜面を登る敵に対しては側面から容
易に攻撃できる構造になっているため、戦国末期の築城技術を知るう
えで、たいへん貴重な城館です。

　この城には、本堂氏以前から蝦夷が砦を築き、それを本堂氏が引き継
いで利用したとの言い伝えが残っており、寺屋敷や寺林などの地名か
ら、本堂氏が拠点とする前から利用されていた可能性が高いとされて
います。また、本堂氏一族の歴史的変遷とその過程を知るうえでも貴重
であるということで町指定史跡となりました。
   

今月は、昭和60年に史跡として指定した
本堂城（山城）をご紹介します。

美 郷 町 の 歴 史 と 文 化 を た ど る
文 化 財

探 訪
N o . 7

本堂城（山城）

空堀（黄色部分）空堀（黄色部分）

問●町農政課　農業振興班　☎0187（84）4908

目指せ！

本堂城（山城）平面図本堂城（山城）平面図

史跡指定のきっかけ史跡指定のきっかけ

本堂城（山城）について本堂城（山城）について

■キキョウの花（7月15日撮影）■キキョウの花（7月15日撮影）
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問い合わせ●図書館 ☎0187（84）4920

梅さんと小梅さん  
ロミオとジュリエット(小説で読む名作戯曲)

少年と犬
ざんねんないきもの事典 さらに  
えだまめ

ホンマ ジュンコ（著）

シェイクスピア（原作）
馳 星周（著）

今泉 忠明（監修）
こが ようこ（ぶん・え）

新刊図書のご案内
学友館から

児
童
書

今
月
の
オ
ス
ス
メ

一
般
図
書

え
ほ
ん

斎藤 充功（著）
石井 あらた（著）
畠中 雅子（著）
村上 敏（著）

アップルミンツ（出版）
タサン志麻（著）
梅田 悟司（原作）
石田 香織（著）
宮部 みゆき（著）
佐藤 愛子（著）

ルポ老人受刑者
「山奥ニート」やってます。
病気にかかるお金がわかる本
つるバラの選び方・育て方・仕立て方
かぎ針で編むキッズリュック
ちょっとフレンチなおうち仕事
捨て猫に拾われた男
うめももさくら
きたきた捕物帖
人生論あなたは酢ダコが好きか嫌いか

わたしたちのカメムシずかん｠｠
1日でできる!ドキドキ自由研究アイデア集
料理はすごい! 
かみさまのベビーシッター  
ぼくとキキとアトリエで 

鈴木 海花（文）
佐々木 昭弘（監修）

柴田書店（編）
廣嶋 玲子（作）
中川 洋典（作）

ちびクワくん｠｠
なつのおとみつけた
ひみつがあります
ちいさなみずたまり
ママはかいぞく

やました こうへい（作）
みやじま みほこ（さく・え）

布川 愛子（絵と文）
まつざわ くみ（作）

カリーヌ・シュリュグ（ぶん）

文芸美郷

　作品には読み仮名をおふりいただき、応募される方のお名前、住所、電話番号を明記のうえ、
8月12日㈬までご応募ください。応募は1点とし、応募者多数の場合は掲載できないことがあり
ます。内容が広報掲載上好ましくない作品については掲載しません。
応募先●町総務課、六郷出張所、仙南出張所
　　　　町のメール　info@town.misato.akita.jp

作品（短歌・俳句・川柳・イラストなど）を募集します
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